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公益社団法人豊島区薬剤師会 

 

広    報 
２０２４年１２月号 

                              編集委員  黒須俊行 南出美佐 原田由紀子 前原直之 

 

※新年会（豊島区薬業会 新春初顔合せの集い）開催のお知らせ 

「豊島区薬業三団体新年初顔合わせの集い」を開催いたします。 別送の開催案内をご覧ください。  

日時：令和 7年 1月 18日（土） 18:30 開宴  

場所：ホテルメトロポリタン 豊島区西池袋 1-6-1 

 

※地区研修会のお知らせ 

令和 7年 3月 22日（土）に、地区研修会を開催する予定です。詳細は追ってお知らせいたしますが、

管理薬剤師の先生はご参加ください。 

 

【重要】広報の紙面での配布終了のお知らせ 

現在発行している広報につきまして、ペーパーレス化による自然環境への配慮と共に、事務作

業の軽減化を目的としまして 2025年 3月号をもちまして紙面での配布を終了とさせていただき

ます。広報は継続して発行していきますので、今後は電子版の広報（PDF形式）をメールにてお

届けさせていただきます。またホームページ（会員ページ）にも広報ファイルをアップしていま

すのでこちらもご利用ください。 

なお、2025年 4月号以降も紙面をご希望の場合は、印刷発行手数料として 11,000円／1年（税

込）で発行いたします。ご希望の方は事務局までご連絡ください。 

ご理解ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

【重要】会員への情報提供方法の変更のお知らせ（2025 年 4 月から） 

 現在会員への情報提供はメーリングリスト・FAX を用いていますが、2025 年 4 月より「eST-

aid」のシステムを利用して情報提供させていただきます。移行期間として 2025年 3月の 1ヶ月

間メーリングリスト・FAXと並行して情報提供いたします。なお、緊急時は FAXでお知らせいた

します。 

「eST-aid」のお知らせ機能では内容をカテゴリー別に分類することができ、過去のお知らせを

探しやすくなっています。 

また当会では「eST-aid」を用いて災害時の安否確認や開局情報の共有、地域における夜間・

休日の医薬品提供体制のリスト化、公表を行っています。 

さらに各薬局における採用薬や不動医薬品の公開が可能であり、各薬局間の小分けや不動医薬

品解消の一助になればと考えております。 

ご不明な点がございましたら事務局までお問い合わせください。 
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都薬関連およびその他の重要な連絡事項など 

１） 令和 6 年度薬剤イベントモニタリング（ＤＥＭ）事業の実施について 

DEM事業は、薬局が医薬品の適正使用に一層貢献することを目的とし、また、地域の薬局から副

作用等の情報を迅速かつ的確に収集するための基盤整備を目指して、平成 14年度から実施されて

いますが、併せて、薬局薬剤師の有用性を社会に示すものでもあります。是非、ご協力いただきま

すようお願いいたします。 

今年度は、8薬剤が調査対象となっておりますが、調査を行うのは、そのうち 1剤だけでも構い

ません。また、調査期間中の調剤経験がない場合(対象患者が 0人)であっても、その情報を報告い

ただくことが統計上の信頼性向上に繋がりますので、本事業へ積極的にご協力ください。 

 

※詳細は保険部ページをご確認ください。 

豊島区薬剤師会ホームページ ＞ 会員専用ページ ＞ 保険部より ＞  

Googleドライブはこちら ＞ 会長会資料からの伝達事項 ＞ 令和 6年 12月資料 

https://drive.google.com/file/d/1OR-9tmzoMMj6lNLMe3Q9RqZBaWpyMRIP/view?usp=drive_link  

 

２）過量服薬による少年の非行等の防止に向けた警察庁からの協力依頼について 

昨今、本来の使用量を逸脱して一般用医薬品等を過剰に摂取した少年が非行におよび、また、犯

罪被害に遭う状況が生じている中、過量服薬による少年非行等の防止に向けて、厚生労働省医薬局

総務課長及び医薬安全対策課長より協力依頼がありました。 

過量服薬を繰り返す少年及びそのような少年に一般用医薬品を譲り渡している者の中には、一

般用医薬品を販売店から万引きをすることにより調達をしている者が確認されており、こうした

供給源を根絶するためには、万引き防止に向けた販売店の協力が不可欠です。薬局・店舗販売業に

おいては、医薬品のうち、過量服薬の懸念の強い商品については、 

① 購入者の手が直接届かない場所、従業員が常駐する場所から目に付きやすい場所への配置・陳列 

② 店頭に複数個陳列せず、商品カードや空箱での対応 

③ 防犯タグ等の万引き防止機器の取り付け 

④ 短期間での棚卸し等在庫管理の徹底 

等により万引き防止対策の徹底を図るとともに、万引きを認知した場合の警察への届出や顧客の

不審動向がある場合の警察への通報等が求められています。つきましては、法令を遵守した販売対

応はもとより、若年者による医薬品の不適正な入手の防止へのご協力をお願いいたします。 

 

３）令和 6 年の薬剤師の届出及び調査について 

本年は薬剤師法第 9 条(届出)の規定により義務づけられた薬剤師の届出及びこれに基づく行政

記録情報を利用した公的統計調査の実施年に当たります。届出義務のある者は我が国の薬剤師名

簿に登録されている薬剤師(休業中含む)で、令和 6年12月 31日現在の必要事項を、令和 7年 1月

15日までに届出することとなっております。 

なお、令和 4年度の届出から、薬局、医療機関等に勤務する薬剤師については、オンラインによ

る届出が可能となっております。オンラインによる届出が困難な場合や、薬局、医療機関等に勤務

する薬剤師以外については、従来どおり、紙媒体による届出を保健所や都道府県を経由して行うこ

ととなります。  

 

※詳細は保険部ページをご確認ください。 

豊島区薬剤師会ホームページ ＞ 会員専用ページ ＞ 保険部より ＞  

Googleドライブはこちら ＞ 会長会資料からの伝達事項 ＞ 令和 6年 12月資料 

https://drive.google.com/file/d/15GmFfDV5Polc_kNGHni0gP9aylguxiDc/view?usp=drive_link 

https://drive.google.com/file/d/1OR-9tmzoMMj6lNLMe3Q9RqZBaWpyMRIP/view?usp=drive_link%20
https://drive.google.com/file/d/15GmFfDV5Polc_kNGHni0gP9aylguxiDc/view?usp=drive_link
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４）東京都薬剤師会「安否確認サービス」登録について 

東京都薬剤師会より ALSOK の緊急連絡メールシステムを用いた「安否確認システム」への登録

依頼がありましたので、下記 Googleフォームよりご登録の程よろしくお願いいたします。 

すでに豊島区薬剤師会では「eST-aid」のシステムを用いて安否確認を行っていて内容が重複し

てしまいますが、地区薬剤師会のみならず東京都薬剤師会も各地区の被災状況・安否状況が把握で

きるようになります。何卒ご理解の上、ご登録の程よろしくお願いいたします。 

 

1.【登録用フォーム】 

(入力項目:会員番号・勤務先(薬局等)名・勤務先(薬局等)住所・普段ご使用されている携帯等の

アドレス等)  

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfALnYKvgrHySPZXWG1A

7qa34mMmiDDSL3sVZ2xf8urOzHh6Q/viewform?usp=header 

 

2.登録期限:令和 7年 1月 31日(金) 

 

3.安否確認サービスでできること 

【安否確認】 

災害発生時には、ご登録頂いたアドレスに、安否等を確認するメールが一斉配信されます。会

員の皆様は、メールで届いた URLより回答を選択するだけの簡単な操作で安否確認の入力が行

えます。東京都・各地区薬剤師会では、回答頂いた会員の皆様の情報から、薬局の被災状況・

開局可否状況等の情報を迅速に各災害対策本部へ報告し、被災された地域に対し迅速に人的支

援・医薬品等の物的支援を要請いたします。 

 

【家族の安否確認】 

登録者 1名に対し、9人までのご家族・社員等の登録(無料)ができ、安否確認ができます。(操

作方法については後日ご案内いたします) 

 

【掲示板機能】 

災害時には安否確認以外にも、会員の皆様への情報発信・収集・掲示板等のツールとしてご活

用いただけます。 

 

【その他】 

薬局等の BCPに、災害時の安否確認の連絡体制の一つとして記載いただけます。 

 

 

豊島区薬剤師会からの連絡事項 

１）【再掲】高齢者の服薬情報提供事業へご協力のお願い 

当会と豊島区との共同事業「高齢者の服薬情報提供事業」へのご協力をいただき誠にありがとう

ございます。 

残薬バッグの追加をご希望の場合は、事務局までご連絡ください。 

なお、患者さんが来局され対応された先生は、引き続き翌月10日までに事務局まで所定の用紙に

て報告をいただきますようお願いいたします。 

 

２）【再掲】豊島区薬剤師会ホームページ更新について 

地域における夜間・休日の医薬品提供体制の構築及びリストの公表を行うためにホームページ

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfALnYKvgrHySPZXWG1A7qa34mMmiDDSL3sVZ2xf8urOzHh6Q/viewform?usp=header
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfALnYKvgrHySPZXWG1A7qa34mMmiDDSL3sVZ2xf8urOzHh6Q/viewform?usp=header
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をリニューアルしました。 

 

【リストの掲載場所】 

  豊島区薬剤師会ＨＰ → 区民向けご案内 → 薬局をさがす（地図またはリストで探せます） 

 

■ https://www.toyoyaku.jp 

 

 ■会員専用ページのID、PWはいずれも「toshima」です。 

今後とも、内容の充実を図るとともに、よりわかりやすい情報を発信してまいりますので、何卒

よろしくお願い申し上げます。 

 

 

会員退会 

佐藤 優介   （Ａ）    池袋薬局                             南池袋２－２９－１０ 

河内 美佐紀 （Ａ）  薬局日本メディカルシステム巣鴨店   巣鴨袋１－１７－６ 

佐伯 美和  （Ｂ）    西池薬局                        西池袋１－４－１０ 

菊池 純子   （Ｂ）    椎名町薬局                     長崎３-１９-１５ 

関川 正昭   （Ａ）  エンゼル薬局                         要町２－８－１ 

 

会員入会 

山川 正博  （Ａ）  池袋薬局                           南池袋２－２９－１０ 

増田 聡江   （Ａ）  薬局日本メディカルシステム巣鴨店   巣鴨袋１－１７－６ 

 

会員数報告 

Ａ 会 員 111 名 

Ｂ 会 員 10 名 

賛助会員 2 名 

合 計 123 名 

 

 

保険部より 

１）保険医療機関等電子申請・届出等システムのご利用案内の送付について  

日本薬剤師会を通じ厚生労働省より「保険医療機関等電子申請・届出等システムのご利用案内

の送付について」連絡が参りました。内容は、保険医療機関・保険薬局から厚生局に届け出てい

る申請・届出の一部については、オンラインでの申請・届出が可能となっていますが、今般、改

めてオンラインでの申請・届出に利用する「保険医療機関等電子申請・届出等システム」の利用

案内が保険医療機関・保険薬局に直接郵送されます。 

また、オンラインでの申請・届出を利用するためには、各自で初期登録の手続きを行い、ユー

ザーID及び初期パスワードの発行を受ける必要がありましたが、厚生労働省から保険医療機関・

保険薬局に対して、本案内に「保険医療機関等電子申請・届出等システム」のユーザーID 及び

初期パスワードを記載したものを郵送されます。 

 

1. 送付対象保険医療機関等 

診療報酬のオンライン請求（令和 6年 10月請求分（9月診療分））を行った保険医療機

https://www.toyoyaku.jp/
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関等のうち、「保険医療機関等電子申請・届出等システム」のユーザ ID未発行の保険医

療機関等 

 

2. ご利用案内 郵送物一式 

別添のとおり、ご利用案内等が郵送されます。 

 

3. 郵送スケジュール 

11月下旬から順次、全国の保険医療機関等に対してご利用案内等が郵送されます。 

東京都は令和 7年 1月中旬以降の予定です。 

 

２）要指導医薬品から一般用医薬品に移行する医薬品について 

医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律(昭和35年法律第 145号)

第4条第5項第3号の規定に基づく要指導医薬品のうち、下記1.の医薬品については、令和6年11月

29日をもって医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律施行規則(昭

和36年厚生省令第1号)第7条の2第1項第1号に定める期間を満了し、同年11月30日より要指導医

薬品から一般用医薬品(第1類医薬品)に移行することとなりました。 

当該医薬品が要指導医薬品から第1類医薬品に移行することを踏まえ、適切な情報提供及び販

売が行われるよう、資材や添付文書等をご活用ください。 

1.要指導医薬品から第1類医薬品に移行する医薬品 

セイヨウトチノキ種子エキス(下肢のむくみ改善薬に限る。) 

第1類医薬品となる日：令和6年11月30日 

 

３）医療・介護関係事業者における個人情報の適切な取扱いのための 

ガイダンス及び Q＆A（事例集）の一部改正について 

日本薬剤師会より「医療・介護関係事業者における個人情報の適切な取扱いのためのガイダン

スの一部改正について（日薬業発第325号）及び当該ガイダンスのQ＆A（事例集）の一部改正（日

薬業発第326号）についての連絡がありました。  

次の個人情報保護委員会ホームページのURLからご確認いただきますようお願いいたします。  

なお、本改正以降も最大1年間、従来の保険証に係る取扱いは従前のとおりとなりますのでご

留意ください。 

 

個人情報保護委員会ホームページ > 個人情報保護法等 > 法令・ガイドライン 等 > 

特定分野ガイドライン  

https://www.ppc.go.jp/personalinfo/legal/guidelines/#iryokanren 

 

４）保険医療機関等における資格確認方法の変更に伴う関連通知等の 

一部改正について 

日本薬剤師会より保険医療機関等における資格確認方法の変更に伴う関連通知等の一部改正

について連絡がありました。 

 今回改正されましたのは次の7項目です。詳細はQRコードよりご確認お願いいたします。 

 

関係通知①～⑦ 

①  健康保険法及び高齢者の医療の確保に関する法律に規定する患者申出療養～ 

② 高齢者の医療の確保に関する法律の規定による療養の給付等の取扱い及び担当に関する～ 

https://www.ppc.go.jp/personalinfo/legal/guidelines/#iryokanren
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③  保険医療機関及び保険医療養担当規則等の一部を改正する省令等の公布について 

④  健康保険法及び高齢者の医療の確保に関する法律に規定する患者申出療養の申出等 

の手続の細則について～ 

⑤ 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等の一部を改

正～（保発1202 第49号） 

⑥ 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等の一部を改

正～（保医発1202 第1号） 

⑦  行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等の一部を改正

～（事務連絡） 

 

 

 

 

 

５）大麻取締法及び麻薬及び向精神薬取締法の一部を改正する法律の 

施行等について 

日本薬剤師会を通じて厚生労働省より、大麻取締法及び麻薬及び向精神薬取締法の一部を改

正する法律の施行等について通知がありました。 

標記の改正の趣旨は、医療及び産業における大麻草の適正な利用を図るとともに、その濫用に

よる保健衛生上の危害の発生を防止するため、①大麻草から製造された医薬品の施用等を可能

とするための規定の整備、②大麻等の施用罪の適用等に係る規定の整備、③大麻草の栽培に関す

る規制の見直しに係る規定の整備等の措置を講ずることとされています。 

 改正法については、令和6年12月12日から一部施行されます。 

 

【参考】 ○厚生労働省ホームページ 令和6年12月12日に「大麻取締法及び麻薬及び向精神薬取

締法の一部を改正する法律」の一部が施行されます 

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_43079.html 

 

６）【再掲】保険に関する情報は「豊島区薬剤師会保険部グループページ」

をご覧下さい 

豊島区薬剤師会では保険関係の情報を細かく伝達するために、専用のページを設けておりま

す。 

URLより通知等の原文のPDFが閲覧可能です。 

豊島区薬剤師会ホームページ ＞ 会員専用ページ ＞ googleドライブはこちら 

https://drive.google.com/drive/u/1/folders/1Izvjl6An3GWZy3JDSlgLSOTVlawLkDRX 

 

 

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_43079.html
https://drive.google.com/drive/u/1/folders/1Izvjl6An3GWZy3JDSlgLSOTVlawLkDRX
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学術部より 

１）豊島区薬剤師会学術勉強会のお知らせ 

1月の勉強会は次のとおり実施いたします。 

日時：令和7年1月16日（木）19:45-21:20 

場所：今回は情報通信機器（Zoom）を用いて実施いたします。 

内容：【学術講演】「皮膚保湿外用薬の保湿メカニズムとエビデンス 

～基剤の役割や重要性を含めて～」 

マルホ株式会社 

【特別講演】「アトピー性皮膚炎Up-to-date～病態、診断、治療について～」 

演者：東京都健康長寿医療センター 皮膚科部長 種井 良二 先生 

☆今回の勉強会は東京都薬剤師会薬剤師生涯研修認定制度の認定単位1点となります。 

☆申し込みを豊島区薬剤師会HPからの参加登録のみに限らせて頂きます。 

☆申し込み方法：豊島区薬剤師会HPにアクセス→「勉強会・研修会情報」→ 

「お申し込みはこちら」をクリック→必要事項を入力し送信 

☆参加受付開始日時：令和7年1月6日（月）9:00 ～ 1月14日（火）12:00 

☆ご参加を事前申し込み100名様までと限らせて頂きます。 

☆認定単位をご希望の方で薬剤師免許証コピー未提出の方は薬剤師免許証のコピーのFAXを

お願いいたします。（過去に提出されていれば結構です。） 

 

２）【再掲】勉強会・研修会の単位付与について 

豊島区薬剤師会の勉強会・研修会は、情報通信機器を用いた研修を中心に実施しております。 

情報通信機器を用いた研修の視聴確認は、WEBシステム上のログとキーワードの確認によっ

て行っております。単位は個人への付与であることから、各自のログが必要であることと、視

聴確認の観点から、キーワードの提示は不定期であり、かつ複数回の提示はないことをご理解

いただきますようお願いいたします。 

なお、単位付与の基本的な考え方について豊島区薬剤師会ホームページに掲載しております

ので、ご確認いただくようお願いいたします。 

 

 

薬学生実務実習関係 

１）実務実習指導薬剤師の方々へのお知らせ 

薬学実習生の薬局実務実習受入にご尽力いただき、ありがとうございます。 

2月 2日（日）9:30～12:50、令和 7年度実務実習受入伝達講習会が開催されます。指導薬剤師

の先生はぜひご参加ください。 

以下 URLまたは QRコードよりお申し込みください。 

申込期限：令和 7年 1月 7日（火）17：00 

https://eform.site/tpa_ukeire2025/ 

指導薬剤師の資格を取得されたい先生は、指導薬剤師養成 WSのお申込みも受付しております。

何かお困りのことがありましたらいつでも相談を受け付けております。 

 

 

https://eform.site/tpa_ukeire2025/
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地域医療/多職種連携担当より 

１）池袋あうる薬局輪番 

1月の輪番は以下の通りです。出動よろしくお願いいたします。  

お願い ～輪番に入る7日前までに、出動する方の氏名をあうる薬局まで連絡してください。 

 

 

２）長崎休日診療所派遣 

1月の輪番派遣は以下の通りです。出動よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務(兼務) 事務兼務

1日（水） 池袋駅前げんき薬局 上池袋薬局（T） 黒須俊行
あけぼの薬局
 南長崎店

江村公良

2日（木）
すず薬局
 上池袋店

ヒバリ薬局 渡部邦恵 うずらやま薬局 佐藤栄輔

3日（金）
あけぼの薬局
 南長崎店

ヒバリ薬局 渡部邦恵 いちょう薬局（N) 南出美佐

4日（土）
あけぼの薬局
 南長崎店

あうる職員 あうる職員 あかまつ薬局 河添忠夫

5日（日） こまごめ薬局 佐藤栄輔
よつば薬局

池袋西口店（E）
南出美佐

11日（土） チチブ薬局 藤平健
12日（日） ホサカ薬局 上池袋薬局（T） 渡部邦恵 春日通薬局 黒須俊行
13日（月） 上池袋薬局（K） いちょう薬局（S) 川村彩子 平和通り保健薬局 黒須俊行
18日（土） かもめ薬局 河添忠夫
19日（日） マロン薬局

大塚店
こまごめ薬局 渡部邦恵 北池薬局（S) 佐藤栄輔

25日（土） 薬局マツモトキヨシ
東長崎駅北口店

前原直之

26日（日） スリーアイ薬局 【個B】畔原篤
(アスト薬局巣鴨店)

川村彩子 あかまつ薬局 北川晋

日 勤
９：００ ～ １６：３０

準 夜
１６：００ ～ ２２：００1月

1月 当番医
1日（水） 手塚 秀夫 田中 俊祐 デイジー薬局  東池袋店
2日（木） 重島 祐介 中村 美津子 いちょう薬局
3日（金） 北野 新弓 元谷 英志 長崎調剤薬局
4日（土） 出頭 裕元 元谷 英志 長崎調剤薬局
5日（日） 寺田 宣敬 田中 俊祐 デイジー薬局  東池袋店
12日（日） 北野 新弓 小林 晃洋 いろり薬局東長崎店
13日（月） 重島 祐介 元谷 英志 長崎調剤薬局
19日（日） 寺田 宣敬 田中 俊祐 デイジー薬局  東池袋店
26日（日） 吉田 裕志 松尾 那美 池袋萬盛堂薬局

出動薬剤師
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３）医薬品・情報管理センター報告（令和 6 年 11 月） 

〇相談件数                〇管理センター売上及び仕入             

 

 

 

〇池袋あうる薬局処方せん受付状況 

 

 

 

 

〇情報発信 2024.12 

アウィクリについて 

先月薬価収載された週１回持効型のインスリン製剤です。 

a weekly（ア ウィークリー）に因んで命名されたようです。 

商 品 名 アウィクリ注フレックスタッチ 

一 般 名 インスリン イコデク 

適 応 症 インスリン療法が適応となる糖尿病 

半 減 期 約 7日間 

用法用量    週 1回 毎週同じ曜日に皮下投与 

薬 価  2,081円／1本 300単位 

発 売 日 2025年 1月 30日 

 

アウィクリ注の特徴 

1. 半減期が長く週 1回の投与にて治療可 

2. 針は必ず 1回毎に交換 

3. 他剤から切り替えの際には従来インスリンと異なる注意点がある 

 前基礎インスリンの１日単位の【7倍相当単位数】を計算し 

 -A 初回は【7倍相当単位数】の【1.5倍量の単位数】で投与 

 -B （低血糖リスクがある場合）初回も【7倍相当単位数】で投与 

  2回目以降は【7倍相当単位数】で投与 

アウィクリはゆっくり分解するため、インスリン作用の立ち上がりが遅い特徴があります。

同じ単位数で切り替えを行うと切り替え後に著明に血糖値が上昇してしまうため、初回投与

のみ通常量の 1.5倍量で投与することが推奨されています。 

4. 2型糖尿病患者にとって既存のトレシーバ・ランタスと血糖降下作用は同等以上 

5. 低血糖（特に投与 2-4日後）は要注意 

 

対象患者 

【インスリンが本来必要だったが毎日打ちたくないから拒否していた患者】 

週 1 回であれば患者さんの心理的負担が軽減されて、注射治療を受け入れてくれる可能性が増え

ると思われます。 

【介護者（訪問看護師）が注射を打つが、毎日注射が困難な患者】 

インスリンが治療上必要であっても高齢で注射を覚えることが困難かつ代わりに打てる同居家族

がいない場合、これまでは治療上必要でもインスリン治療をあきらめていたケースが現場では

多々ありました。アウィクリが発売されれば、訪問看護師が週 1 回の訪問時に投与でき、インス

リン治療が行えます。 

 

私自身、上記 2点に該当する在宅患者がいました。苦肉の策として、持続性 GLP-1受容体作動薬

であるトルリシティを訪問看護師が週 1 回投与していましたが、効果は不十分でした。内服順守

薬局からの処方箋応需 11 

患者からの処方箋応需 11 

医療用医薬品についての相談 2 

医療機関紹介 1 

一般用医薬品についての相談 0 

その他 6 

合計 31 

売上 ￥1,882,429 

仕入 ￥1,448,790 

休日・夜間  98枚 

その他 339枚 

合計 437枚 
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率も悪く、週 1 回投与のインスリン製剤があればと常日頃考えていました。ついに来年発売とな

りましたが、残念ながらその患者は数ヶ月前に他界してしまいました。今後同じようなケースに

遭遇した場合は、しっかり情報提供したいと考えています。 

文責 河添 

 

４）薬事日報からの今月の気になるトピック 

☆【DXで質の高い医療提供へ‐約1000人が集い活発な議論】 

第57回東海薬剤師学術大会が11月17日、「つながる知（とも）―医療DXと、連携、地域、過去

未来」をメインテーマに岐阜市内で開催され、東海4県の薬剤師など関係者ら約1000人が参加し

た。大会実行委員長の棚瀬友啓氏（岐阜県薬剤師会会長）は「より質の高い医療提供の実現に向

け、薬局が医療機関から患者の診療情報の提供を受けるだけでなく、薬局が有する調剤情報、服

薬情報等を医療機関へ提供することが重要」とし、薬局の基盤整備を含めたDXが欠かせないと語

った。 

 豊島区では既にMCSを用いた在宅医療での多職種による情報共有が盛んに行われております。

医療だけでなく介護職との連携も非常に重要で、こういった多職種連携がツールを用いること

で負担なく効率的に行えるようになり、連携の輪が広がっていくことを期待しています。今後は

外来においてもトレーシングレポートなど紙媒体で行っているような情報共有が電子媒体で今

よりも簡便に行えるようになるのではと期待しております。 

また、12月2日より現行の健康保険証の新規発行がなくなりました。国保・後期高齢者等の有

効期限付きの紙媒体の健康保険証を現在利用している場合はマイナ保険証への移行又は資格確

認書の取得が必要になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当分の間、マイナ保険証を保有していない（マイナンバーカードの健康保険証利用登録をし

ていない）方全てに、現行の健康保険証の有効期限内に「資格確認書」が無償で申請によらず

交付されます。患者さんから質問される機会が増えてくることが想定されると思いますのでご

確認ください。 
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また、マイナポータルと連動した電子お薬手帳が登場し、オンライン資格確認に医療扶助（生

活保護等）や公費との連動が開始され、電子処方箋調剤の際に使用するHPKIカードの代わりにマ

イナンバーカードが使用可能になるアップデートが有償配信されるなど医療DX化は今後も進ん

でいくことが想定されます。 

公的機関への各種申請等も紙媒体から電子媒体へ切り替えが進み、進化していくシステム・機

能に対応できるよう医薬品以外のこういった知識のアップデートも今後は重要であると考えま

す。 

 

５）令和 6 年度地域包括ケアシステムにおける薬局・薬剤師の機能強化事業

(都委託)「無菌調製技能習得研修会」の開催について 

東京都薬剤師会より、無菌製剤に関する研修会が実施されます。 

今後は在宅医療において更に自宅での看取りを行うケースが増加することが想定されます。

それに伴い、薬局薬剤師に対して輸液の混注や麻薬の持続皮下注の調製などのニーズが増加す

ることも予想されます。 

無菌製剤の知識・手技に関して不明なことが多いと感じている方は、ぜひこの機会に研修会に

ご参加ください。 

 

☆無菌調製に関する基本的な知識・手技の習得を目指す研修 

https://drive.google.com/file/d/1DXxe_NicpdLIulMMiO87nAD3Mu-AGraW/view?usp=sharing 

 

☆ステップアップ研修 

https://drive.google.com/file/d/1IHcxt9PVLtV_Ma5j2kkHjTNiVtRPG61Z/view?usp=sharing 

 

 

６）【重要・再掲】地域における夜間・休日の医薬品提供体制(在宅含む)

の構築、リスト化及び周知等について 

厚生労働省の「薬局薬剤師の業務及び薬局の機能に関するワーキンググループ」では、地域

において求められる薬剤師サービスとして夜間・休日対応や在宅対応等が重要な要素として挙

げられるとともに、会員・非会員を問わず地域の薬局が協力し、議論を行う必要があるとされ

ました。また、第8次医療計画においても、在宅医療ニーズを踏まえ、麻薬・無菌製剤処理、小

児への訪問薬剤管理指導、24時間対応等の体制構築が求められています。 

これらの社会要請を踏まえ、日本薬剤師会より当該事項に関する体制構築と共に、地域住民

へ情報の「見える化」の実現に関して依頼がございました。また、当該リストの公表は令和6年

https://drive.google.com/file/d/1DXxe_NicpdLIulMMiO87nAD3Mu-AGraW/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1IHcxt9PVLtV_Ma5j2kkHjTNiVtRPG61Z/view?usp=sharing
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度診療報酬改定における地域支援体制加算・在宅薬学総合体制加算・連携強化加算の要件にも

なっております。 

豊島区薬剤師会では災害対策として既に利用しているeST-aidを用いてリストの作成と公表を

行っています。加算の有無に係わらず各自薬局情報の入力・更新をお願い申し上げます。 

【操作手順資料】 

https://doc.est-jp.com/n/other/shopfn/shop.pdf 

 

【掲載場所】 

豊島区薬剤師会ホームページ ＞ 区民向けご案内  

https://toyoyaku.jp/residents.html 

 

■ リストでさがす 

    ◇外来対応一覧表 

    ◇在宅対応一覧表 

    ◇その他の薬局機能一覧表 

 

７）【再掲】eST-aid をご活用ください 

豊島区薬剤師会では災害時情報共有システムとしてeST-aidを利用しております。 

会員の皆様には既にご登録頂き、毎年情報共有テストを震災が起こったことを想定して被災状

況の報告をしていただいております。 

eST-aidにはe-STockという各薬局における採用薬の開示および不動医薬品の公開が可能なシ

ステムが存在し、各薬局間の小分けや不動医薬品解消に一助になればと今後活用を促進してい

きたいと考えております。操作方法などご不明点がございましたら豊島区薬剤師会事務局へお

問い合わせください。 

※災害時情報共有システム（eST-aid） 

https://est-jp.com/est-aid/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://doc.est-jp.com/n/other/shopfn/shop.pdf
https://toyoyaku.jp/residents.html
https://usual-map.est-aid.com/list/mcd/toshimaku/45/gairai
https://usual-map.est-aid.com/list/mcd/toshimaku/45/zaitaku
https://usual-map.est-aid.com/list/mcd/toshimaku/45/shop_function
https://est-jp.com/est-aid/
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理事会報告 

日 時：2024年 12月 11日（水） 午後 8時 30分開始 午後 11時 20分終了 

場 所：豊島区南池袋 3-2-6 豊島区薬業会館 

出席者：佐野会長 伊原副会長 佐藤副会長 江村副会長 田崎常務理事 南出常務理事 黒須常

務理事 林理事 内山理事 小林理事 北川理事 原田理事 藤平理事  

青嶋理事 大澤監事 廣田監事 

 

11月度理事会議事録に関して出席者全員により承認された。 

 

報告事項 

1. 東京都薬剤師会「地区及び職域薬剤師会 会長会」資料報告 

2. 学術・保険担当報告 

3. 防災・公衆衛生・総務担当報告 

4. 地域医療・多職種連携担当報告 

5. その他 

 

協議事項 

1. 実務実習の件 

原田理事が、令和 6年度 薬局実務実習受入のためのエリア担当者会議について報告した。受け

入れ決定後の急なキャンセルについて、罰則規定やペナルティーを設けるべきかなどの課題に

ついて、今後話をする機会を設けたり、実習生から意見を吸い上げることにする。 

2. その他 

 オンライン資格確認訪問診療等オプションの件 

佐野会長より、池袋あうる薬局のオンライン資格確認訪問診療等オプションの申し込みについ

て諮られ、申し込むことが承認された。 

 

審議事項 

1. 新入会の件 

佐野会長より、新入会について諮られ、出席者全員により承認された。 

2. 令和 7年度事業計画の件 

佐野会長より、令和 7年度事業計画案について諮られ、出席者全員により承認された。 

3. 規程（役員退職慰労金規程、報酬・出動費に関する規程）の変更の件 

佐野会長より、役員退職慰労金規程、報酬・出動費に関する規程の変更について諮られ、出席者

全員により承認された。 

4. 池袋あうる薬局における区民向け服薬相談に係る協定書の件 

佐野会長より、池袋あうる薬局の家賃減免率 50%のための池袋あうる薬局における区民向け服薬

相談に係る協定書について諮られ、出席者全員により承認された。 

5. 管理センター年末年始休業日程の件 

佐野会長より、管理センターの年末年始休業日について諮られ、12月 29日から1月 5日で承認

された。 

6. 原嶋元理事の退職金の件 

佐野会長より、原嶋元理事の退職金について諮られ、出席者全員により承認された。 

7. eST-aid新年度からの非会員薬局機能情報の登録料の件 

佐野会長より、eST-aid 新年度からの非会員薬局機能情報の登録料について諮られ、月額 6,600

円（税込）の一括年払いで徴収することが承認された。 

8. 年賀状の件 

佐野会長より、年賀状案について諮られ、出席者全員により第 3案が承認された。 
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9. 新年会の件 

佐野会長より、新年会のメニューについて諮られ、カジュアル A コースでオプションは付けな

いことが出席者全員により承認された。 

10. その他 

 12月 8日（日）実施の「令和 6年度第 2回区民向け公開講座」の講師料の件 

佐藤副会長より、「令和 6年度第 2回区民向け公開講座」の講師料について諮られ、規程通り

50,000円とすることが承認された。 

 

 

豊島区薬剤師会の活動（1１月） 

11/6 （水）  国保課との健康展第 3回打合せ  

11/7 （木） 区長予算面談 

11/7 （木）  豊島区薬剤師会 地域医療・多職種連携担当グループミーティング 

11/7 （木） 豊島区薬剤師会 あうる薬局運営委員会 

11/8 （金）  豊島区薬剤師会 学術・保険担当グループミーティング 

11/9 （土）  東京都薬剤師会 地区・職域薬剤師会会長会 

11/9 （土）  東京都薬剤師会 アンチ･ドーピング活動地区指導者講習会 

11/13（水）  豊島区薬剤師会 11月度理事会 

11/16（土）  東京都薬剤師会 令和 6年度薬局実務実習受け入れのためのエリア担当者会議 

11/25（月） ふくろうの杜 多職種連携の会コアミーティング 

11/27（水）  豊島区薬剤師会 学術講演会 

11/28（木）  豊島区薬剤師会 第 1回薬剤師研修会  

11/28（木）  豊島区 災害時医療関係者安否・参集状況確認システムの運用等についての説明会 

 

 

令和 6 年度の主な活動予定 

◼ 地区薬剤師研修会 

第 1回 8月 31日（土） Web実施 

第 2回 令和 7年 3月 22日（土） 

◼ 薬剤師研修会 

第 1回 11月 28日（木） 

第 2回 令和 7年 2月 27日（木） 

◼ 区民公開講座 

第 1回 10月 27日（日）        としまセンタースクエア 

第 2回 12月  8日（日） としま区民センター（健康展同時開催） 

第 3回 令和 7年 2月 2日（日） としまセンタースクエア 

◼ 健康展 

12月  8日（日） としま区民センター 

◼ 新年会 

令和 7年 1月 18日（土） ホテルメトロポリタン池袋 
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令和6 年4 月 

医薬品分割販売利用案内 

公益社団法人豊島区薬剤師会  会  長 

豊 島 区 医 薬 品 ・ 情 報 管 理 ｾﾝﾀｰ ｾﾝﾀｰ長 

※要遮光の医薬品（散剤、顆粒、ドライシロップ、水剤）について、仕切り書と薬ラベルに「遮光」と記載することにしま

した。保存に関しては各薬局にて管理をお願いいたします。 

１． 分割販売品目:医薬品約１８００品目、投薬ビン・軟膏壺などの医療材料 

豊島区薬剤師会ホームページに販売品目リストを掲載しております。 

２．販売単位:容器が必要な場合は、所定の容器（有料）を使用いたします。 

錠剤・カプセル １錠・１カプセル単位 

散剤・顆粒・ドライシロップ １g 単位（バラ）、1 包単位（分包品） 

水剤 １ml単位（バラ）、1 包単位（分包品） 

軟膏・クリーム １g 単位（バラ）、1 本単位（チューブ） 

点眼・点耳・吸入 １本単位 

ハップ剤 １袋単位 

坐剤 １個単位 

医療材料等 １個単位 

３． 販売価格:医薬品・・・薬価(消費税込) ／ その他医療材料等・・・取扱品目リストに掲載 

４． 手数料 

 

 

５． 検収・返品 

医薬品受領時に必ずご確認いただき受領印もしくは自署をお願いいたします。 

品質管理上、返品はできません。ただし、メーカー回収の場合は、この限りではありません。 

※使用期限が２ヵ月未満の場合は事前に確認の連絡をさせていただきます。 

２ヵ月以上でも期限の確認が必要な方は発注書の備考欄にその旨をご記入ください。 

６．発注方法 

注文方法：専用の発注書に必要事項を記入のうえ、ＦＡＸにてご注文ください。 

受付時間 月曜日～土曜日 9 時 から 16 時30 分 

受取時間 月曜日～金曜日 9 時 から 17 時 

 土曜日・日曜日・祝日 9 時 から 21 時30 分 

※年末年始、棚卸等により臨時休業する場合があります。（ホームページでご確認ください） 

※指定の発注書は、ホームページよりダウンロードできます。 

７． 利用者の確認事項 

初回利用時には、開設許可証の写し・都薬の会員証をお持ちの方は会員証の写しもご提出ください。 

なお、豊島区薬剤師会会員の方は提出不要です。 

その他開設許可更新等、管理センターが開設許可証の確認が必要と判断した場合には、再度ご提出 いた

だくことがあります。 

８． 支払い方法 

豊島区薬剤師会会員は、原則として月末日締めの「翌月口座引落」となります。 

その他の方は、「薬品受け取り時に現金支払い」となります。 

豊島区薬剤師会 会員 無 料   

区外 東京都薬剤師会 会員 １ 回 110 円 (消費税込) 

その他医療機関 １ 回 2,200 円 (消費税込) 

電話での注文は 
お受けしておりません 

豊島区薬剤師会HP 
池袋あうる薬局・医薬品・情報管理センター 
https://toyoyaku.jp/owl_center.html 

https://toyoyaku.jp/owl_center.html
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公益社団法人豊島区薬剤師会  
医薬品・情報管理センター 御中 
FAX 03-3984-7546 

 

取扱い要望書 

令和   年   月   日 

 

 

薬局名   

   

以下の製品の取扱いを要望します 

 

 

 

 

製品名 規格 

  

  

  

  

  

 
 

※ 管理センターでは、会員様の要望のあるものにつきまして、取り扱いを検討し、採用するか否かを決定す

る資料として使用します。つきましては「取扱い要望書」に記入し、あうる薬局に提出してください。ＦＡ

Ｘでかまいません。  

※ 「取扱い要望書」は、豊島区薬剤師会ホームページからもダウンロードできます。 
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管理センター取り扱いリスト追補 

＊ 新規取り扱い（過去に中止または停止したものの再開、リスト作成時に漏れたものも含む） 

薬品名 剤型 内用・外用 

アゼラスチン塩酸塩錠 1mg「日医工」 錠 内用 

アレロック錠 2.5 錠 内用 

イリボーOD錠2.5µg 錠 内用 

エチゾラム錠 1mg「SW」 錠 内用 

オクソラレン錠 10mg 錠 内用 

ガスモチン錠 5mg 錠 内用 

クラシエ抑肝散加陳皮半夏エキス細粒 （KB-83） 包 内用 

ジクロフェナクナトリウムテープ 30mg「ユートク」 袋 外用 

ジセレカ錠 100mg 錠 内用 

ダイドロネル錠 200 錠 内用 

ツートラム錠 150mg 錠 内用 

ネリゾナユニバーサルクリーム 0.1％ 本 外用 

フェノフィブラート錠 80mg「武田テバ」 錠 内用 

ヘモナーゼ配合錠 錠 内用 

ホスミシン S耳科用 3％ 本 外用 

ミチグリニドCa・OD錠 10mg「三和」 錠 内用 

モメタゾン点鼻液50µg「杏林」112噴霧 本 外用 

リンヴォック錠 15mg 錠 内用 

レニベース錠 2.5 錠 内用 
   

＊ 取り扱い中止   

薬品名 内用・外用 

オイグルコン錠 1.25mg 内用 

テオフィリン徐放錠 200mg「サワイ」 内用 

ナフトピジルOD錠 25mg「サワイ」 内用 

パニマイシン点眼液0.3％ 外用 

ビジュアリン眼科耳鼻科用液 0.1％ 外用 

ミラペックス LA錠 0.375mg 内用 

ロピニロール錠 0.25mg「JG」 内用 

 



6 都薬会発第 371-1 号 

令和 6 年 12 月 7 日 

 

地区及び職域薬剤師会 会長 殿 

                                      公益社団法人 東京都薬剤師会 

会  長   髙  橋   正  夫 
  
 

「治療薬ハンドブック２０２５」の斡旋について 
 

平素より、本会会務につきご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、本会では(株)じほうが発行する、「治療薬ハンドブック２０２４」を斡旋しておりまし

たが、この度内容の改訂が図られ、「２０２５版」として２０２５年１月に発刊されます。引き続

き下記要領にて斡旋することといたしましたので、ご案内申し上げます。 

つきましては、お忙しいところ恐縮ですが、貴会会員への周知方宜しくお願い申し上

げます。 

 

記 

 
1.名   称 ： 「治療薬ハンドブック２０２５」 

2.発   行 ： 株式会社 じほう   

3.判   型 ： B6 変形判、 １，８８８頁 

4.価   格 ： 定   価    ４，９５０円（税込） 

 会員価格    ４，４００円（税込） 

5.送   料 ： 地区・職域薬剤師会宛 無  料 

個人・薬局宛１０冊未満 ５５０円 

個人・薬局宛１０冊以上 無  料 

6.申 込 先 ： 東京都薬剤師会  薬局業務課 書籍担当 

7.申込方法 ： ＦＡＸでお申し込みください。（ＦＡＸ 03-3294-7359） 

8.送金方法 ： 請求書は、ご注文頂いて一週間程後に郵送いたします。 

本の到着後に、請求書に同封いたします「払込票」により最寄りの郵便局にて

払込送金をお願いいたします。 

 

＜担当  事務局 薬局業務課  TEL  03-3294-0271＞ 





6 都薬会発第 371-3 号 

令和 6 年 12 月 7 日 

 

地区及び職域薬剤師会 会長 殿 

                                      公益社団法人 東京都薬剤師会 

会 長  髙 橋 正 夫 
  
 

「Pocket Drugs ２０２５」の斡旋について 
 

平素より、本会会務につきご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、本会は、(株)医学書院発行の「Pocket Drugs ２０２４」を斡旋しておりますが、

この度、内容の改訂が図られ、「２０２５版」が新たに発刊されることとなりました。引き続き

下記要領にて斡旋することといたしましたので、ご案内申し上げます。 

つきましては、お忙しいところ恐縮ですが、貴会会員への周知方宜しくお願い申し上

げます。 

 

記 

 
1.名   称 ： 「Pocket Drugs 2025」 

2.発   行 ： 株式会社 医学書院 

3.判   型 ： A6 判 約１，２８０頁 

4.価   格 ： 定   価    ４，９５０円（税込） 

 会員価格    ４，５５２円（税込） 

5.送   料 ： 地区職域薬剤師会宛 無  料 

個人・薬局宛１０冊未満 ７７０円 

個人・薬局宛１０冊以上 無  料 

6.申 込 先 ： 東京都薬剤師会  薬局業務課 書籍担当 

7.申込方法 ： ＦＡＸでお申し込みください。（ＦＡＸ 03-3294-7359） 

8.送金方法 ： 請求書は、ご注文頂いて一週間程後に郵送いたします。 

本の到着後に、請求書に同封いたします「払込票」により最寄りの郵便局

にて払込送金をお願いいたします。 

 

 

＜担当  事務局 薬局業務課  TEL  03-3294-0271＞ 



6 都薬会発第 371-4 号 

令和 6 年 12 月 7 日 

 

地区及び職域薬剤師会 会長 殿 

                                      公益社団法人 東京都薬剤師会 

会  長   髙  橋  正  夫 
  
 

「治療薬マニュアル２０２５」の斡旋について 
 

平素より、本会会務につきご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、本会では (株)医学書院が発行する「治療薬マニュアル２０２４」を斡旋しておりま

すが、この度内容の改訂が図られ、来年 1月上旬に「２０２５版」として新たに発刊されるこ

ととなりました。引き続き下記要領にて斡旋することといたしましたので、ご案内申し上げま

す。 つきましては、お忙しいところ恐縮ですが、貴会会員への周知方宜しくお願い申し

上げます。 

記 

 
1.名   称 ： 「治療薬マニュアル２０２５」 

2.発   行 ： 株式会社 医学書院 

3.判   型 ： B6 判 ２，９７６頁 

4.価   格 ： 定   価    ５，６１０円（税込） 

 会員価格    ５，１９２円（税込） 

5.送   料 ： 地区・職域薬剤師会宛 無  料 

個人・薬局宛１０冊未満 ７７０円 

個人・薬局宛１０冊以上 無  料 

6.申 込 先 ： 東京都薬剤師会  薬局業務課 書籍担当 

7.申込方法 ： ＦＡＸでお申し込みください。（ＦＡＸ 03-3294-7359） 

8.送金方法 ： 請求書は、ご注文頂いて一週間程後に郵送いたします。 

本の到着後に、請求書に同封いたします「払込票」により最寄りの郵便局にて

払込送金をお願いいたします。 

 

＜担当  事務局 薬局業務課  TEL  03-3294-0271＞ 



斡旋図書申込書
6都薬会発第371号【6年12月版】

★上記薬剤師会のいずれかにお申し込み下さい。（申込先によりご負担いただく送料が異なります　送料欄参照）

申込年月日 年 月 日

書
籍
届
け
先

薬 局 名
又は

地区・職域薬剤師会名 ※地区・職域薬剤師会が一括申込をされる場合は地区名のみご記入ください

住　　所
〒　　　　　－　　　　　

※地区・職域薬剤師会事務所の場合は記入不要

請求先住所
〒

※上記と同じ場合は記入不要

Ｔ Ｅ Ｌ （ ）

Ｆ Ａ Ｘ （ ）

御担当者氏名

該当書籍並びに別送いたします請求書の到着まで、このお申込書は大切に保管願います。

№ 出版社名 書 籍 名
斡旋価格
（消費税込）

+送料（税込） 部数

1 じほう
「治療薬ハンドブック ２０２５」

※2025年1月発行　　　　　　（定価4，950円）
4,400

地区・職域薬　　　　
薬局・個人　　　　
〃10冊以上　

無料
550円
無　料

2 じほう
「誰も教えてくれなかった実践薬歴　改訂版」

（定価3，520円）
3,080

地区・職域薬　　　　
薬局・個人　　　　
〃10冊以上　

無料
550円
無　料

3
医学書

院

「Pocket Drugs ２０２５」

（定価4，950円）
4，552　

地区・職域薬　　　　
薬局・個人　　　　
〃10冊以上　

無料
770円
無　料

4
医学書

院

「治療薬マニュアル２０２５」

（定価5，192円）
5，192

地区・職域薬　　　　
薬局・個人　　　　
〃10冊以上　

無料
770円
無　料

※ 他の斡旋刊行物につきましては『日本薬剤師会雑誌』掲載の“日薬刊行物等のご案内”欄をご覧下さ

い

★申込は、所属の地区・職域薬剤師会事務局 もしくは下記の東京都薬剤師会事務局までお願いします。


